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CVケーブル設備の設計技術専門委員会

委員長 中部電力闘 高山 純

地中送電設備として近年主流であるC Vケーブル設備の設計に関しては，電気協同研究第
53巻第3号「地中送電線の送電容量設計J，電気協同研究第61巻第l号「C Vケーブル線路
における工事技術の現状と今後の展望」などの出版物が発刊され，工事設計などに活用され
てきた。 しかしながら， これらはし＼ずれも発刊から一定の年数が経過しており， その聞に，
合理化に資するような新たな設計技術や知見が継続的に蓄積されている。

また， 送電容量設計や布設設計など， C Vケー ブル設備の主だ、った設計事項については，
前述の電気協同研究報告書などでまとめられているが，ケーブル架台などの付属的な設備の
設計に関してはこれまで、の報告書ではまとめられていないものも多い。

このような状況を踏まえ， 本書では， これまでの報告の内容に新たな知見を加え， また，
新たに付属的な設備の設計に関して取りまとめ，設計の経験が浅い技術者においても理解の
しやすいものとなるよう， C Vケーブノレ設備の設計技術全般を体系的に整理している。 加え
て，読者の理解の一助となるよう，設計項目ごとに設計事例や計算事例をできる限り示して
し、る。

本書は， C Vケーブル設備の設計に関する内容が網羅されていることから，電力会社の地
中送雷交備に携わる方々やC Vケーブルの製造メ ーカの方々をはじめ 地中送電設備の工事
設計や施工，保守に携わる方々など， より多くの皆様に広くご活用いただくことを切に願う
ものである。

1 . 主な記載内容
第1章では， 委員会設立の経緯および、研究の概要についてまとめている。 また， C Vケー

ブル設備の工事設計において， 設計者が実施する内容が明確となるように設計フロ ーを図1
のように示している。
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2. 主な活用方法

oc Vケーブノレ設備の推移および
、

現状

2013年度末時点まで、の国内電力会社の設備量の推移および
、

CVケーブル設備の特徴と

概要について取りまとめられているためCVケーブル設備が普及してし＼く推移や現状の

把握および設計などへの参考にする資料としてご活用いただきたい。

0絶縁破壊および不具合事象への対応

2013年度末時点までの園内電力会社設備の絶縁破壊発生状況および絶縁破壊には至ら

なかったものの不具合に対し設計を見直した事例について取りまとめられているため，絶

縁破壊事故や不具合発生時の参考としてご活用いただきたい。

0合理化への取り組み

各設計項目には設備の合理化に資する設計事例や計算事例を示しており コストダワン

などの取り組みへの参考としてご活用いただきたい。

0未整理項目への対応

既刊の電協研報告書やその他出版物においてもまとめられていない，気中終端部の架台

設計などの付属的な設備の設計や防災に関する設計について，本報告書では取りまとめた。

これらの設計に携わる際にご活用いただきたい。

0技引税法承

本書では，CVケープ
、

ノレ設備の設計全般が網羅されていることから，地中送電設備の工

事設計や施工保守に携わる技術者の技術力維持・継承の一助となるようご活用いただき

たい。
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